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北
京
の
學
界
そ
れ
か
ら

　

大
東
亜
戦
侈
と
っ
ゞ
い
て
巾
國
の
參
戦
に
よ

り
、
杜
に
眠
れ
る
北
京
の
學
界
も
さ
す
が
に
奮

起
し
‐
。
大
學
は
動
拵
の
中
に
も
進
展
を
求
め

て
止
ま
す
、
學
會
は
叫
喚
に
等
し
き
熱
狂
を
示

す
。
灸
料
も
漸
く
整
備
し
て
學
人
に
隨
喜
の
涙

を
し
ぼ
ら
せ
、
新
発
足
の
研
究
所
も
旗
鼓
堂
々

進
軍
を
開
始
す
る
。
總
て
が
向
上
線
を
歩
む
若

武
者
で
あ
り
、
時
代
を
流
す
原
動
力
で
あ
る
。

事
髪
床
の
狂
浪
怒
濤
漸
く
を
さ
ま
り
、
建
設
の

並
木
路
が
永
遠
に
っ
ゞ
い
て
行
ぐ
ヽ
。

　

だ
が
し
ば
し
待
で
。
世
界
史
の
進
展
に
於
け

る
北
京
の
位
置
か
ら
言
っ
て
、
現
在
は
果
し
て

満
足
す
べ
き
状
態
に
あ
る
だ
ら
う
か
。
第
一
北

京
に
文
化
が
あ
る
と
言
へ
る
だ
ら
う
か
。
學
生

は
影
戯
に
狂
ひ
歓
授
は
麺
價
を
語
り
學
者
は
官

吏
を
夢
み
て
居
る
。
鍔
に
偉
大
な
學
問
は
但
に

時
代
を
悄
む
者
よ
り
出
づ
と
言
は
れ
る
。
ラ
ン

ケ
よ
ド
ロ
イ
ゼ
ン
よ
跳
り
出
で
よ
。

　
　
　

一
、
漂
流
す
る
大
學

　

北
京
の
大
學
は
、
最
近
中
閥
學
院
の
昇
格
に

よ
っ
て
四
っ
と
な
っ
尤
。
尤
も
中
國
大
學
に
は

　

今

　

堀

　
　

誠

　

二

史
學
系
は
無
い
か
ら
、
富
面
し
問
題
と
し
て
は

既
存
の
三
校
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
よ
い
謂
で
あ

　

北
京
大
學
は
新
學
年
（
九
月
）
か
ら
、
王
静
如

を
迎
へ
仁
。
彼
の
西
夏
乃
至
中
央
亜
細
亜
研
究

に
就
て
は
既
に
定
評
あ
る
所
、
近
く
西
瓶
語
文

典
を
公
刊
す
る
と
言
ふ
。
こ
の
他
國
文
系
に
容

康
を
入
れ
た
し
、
年
々
飛
躍
的
改
善
の
逍
が
見

え
る
。
馮
承
釣
・
姚
俯
等
も
中
々
活
躍
し
て
居

る
ｏ
唯
由
来
、
北
大
は
政
治
性
の
特
に
濃
厚
な

學
園
で
、
謝
國
碩
の
如
き
も
殆
ど
百
買
人
に
近

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

く
、
近
刊
の
北
京
大
學
論
文
集
も
質
量
共
に
甚

だ
貧
弱
で
、
史
學
開
係
で
は
一
篇
の
論
文
も
な

い
。
純
梓
學
術
の
府
と
し
７
　
じ
暦
の
改
革
を

必
要
と
す
る
か
に
考
へ
ら
れ
口
。

　

師
範
大
學
で
は
昨
年
度
上
り
研
究
院
を
新
設

し
て
、
董
康
・
江
紹
原
の
少
儒
か
迎
へ
仁
。
研

究
院
は
日
本
の
新
大
學
院
に
類
し
、
給
費
學
生

を
置
い
て
専
門
人
材
を
養
成
す
る
所
で
、
董
康

指
導
の
下
に
南
北
朝
経
籍
志
の
編
纂
が
か
な
り

進
行
し
、
そ
の
一
部
は
出
版
を
了
し
て
居
る
。

又
「
北
京
人
」
で
有
名
な
裴
文
中
や
昨
年
日
本

に
も
行
っ
仁
日
華
交
渉
史
の
梁
盛
志
な
ど
が
花

形
的
存
在
で
あ
る
。
莫
東
寅
も
中
和
等
に
本
格

的
論
文
を
登
表
し
始
め
た
。
然
し
歴
史
學
の
何

仁
る
か
を
解
せ
ざ
る
李
泰
芥
（
文
學
院
長
装
史

學
系
主
任
）
の
許
に
あ
る
本
校
の
史
學
は
有
狐

な
る
人
々
に
失
望
を
の
み
輿
へ
る
。
師
大
學
刊

も
第
二
期
ま
で
出
た
が
、
研
究
の
名
に
價
す
る

も
の
は
多
く
な
い
。

　

輔
仁
大
學
で
も
陳
垣
校
長
は
健
在
で
論
文
に

専
著
に
超
人
的
活
躍
を
縦
け
、
殊
に
現
代
の
深

刻
な
悩
み
を
味
っ
て
そ
の
所
論
は
一
冊
の
悲
愉

味
を
加
へ
尤
。
明
季
滋
防
佛
敦
考
、
南
ポ
初
河

北
新
道
敦
考
な
ど
そ
の
尤
た
る
秀
作
で
あ
る
。

氏
の
高
足
仁
る
余
遜
・
葉
徳
祗
・
趙
光
賢
・
柴

徳
腹
等
若
き
講
師
が
各
々
漢
唐
明
宋
の
時
代
に

就
で
陳
垣
ば
り
の
重
厚
昧
を
見
せ
て
居
る
の
は

壮
観
で
、
一
つ
の
Ｊ
風
を
作
っ
で
居
る
。
孫
楷

第
も
病
癒
え
て
「
近
代
戯
曲
原
出
宋
傀
儡
影
戯

考
」
の
如
き
傑
作
を
も
の
し
た
。
輔
仁
學
誌
及

華
裔
學
誌
が
績
刊
さ
る
Ｎ
他
、
昨
年
度
新
に
民

俗
學
誌
を
創
刊
し
、
葉
徳
脛
（
Ｅ
ｄ
ｅ
ご
を
中
心

と
し
て
充
賞
し
包
内
容
を
誇
っ
て
居
る
の
は
、

最
近
に
於
け
る
昆
明
方
面
で
の
斯
學
の
登
建
と

相
競
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。
昨
年
十
二
月
に
催
さ

Ｓ
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れ
た
金
石
拓
本
展
覧
會
に
も
少
か
ら
ぬ
稀
刄
の

珍
品
を
見
出
し
得
た
。
然
し
、
輔
仁
も
又
悲
劇

の
運
命
か
ら
冤
れ
ら
れ
な
い
。
今
春
文
學
院
長

沈
翁
士
は
い
づ
こ
に
か
姿
を
消
し
む
し
、
有
力

な
何
人
か
の
教
授
は
捕
縛
さ
れ
仁
。
尤
も
張
星

娘
・
孫
楷
第
は
偶
ｔ
そ
の
日
（
正
月
一
日
）
沈
宅

を
訪
れ
た
認
に
誤
づ
て
こ
の
鯨
を
う
け
仁
の
で

あ
つ
仁
が
、
か
ｓ
る
傾
向
は
同
校
の
経
済
的
困

舘
と
共
に
暗
い
影
を
引
く
も
の
と
言
は
ざ
る
を

得
な
い
。
沈
氏
は
元
よ
り
張
星
娘
・
梁
啓
雄
・
朱

師
轍
等
の
久
し
い
沈
獣
は
如
何
し
北
事
汀
ら
う

か
。
陳
垣
等
の
自
重
を
希
望
し
て
止
ま
な
い
。
因

に
近
く
小
林
知
生
氏
が
此
所
に
投
ぜ
ら
れ
極
め

て
好
印
象
を
學
生
に
奥
へ
て
居
る
由
で
あ
る
。

　

今
日
北
京
の
大
學
は
か
く
も
希
望
を
有
し
乍

ら
も
結
局
漂
揺
の
族
を
績
け
る
の
は
何
故
で
あ

ら
う
か
。
こ
れ
に
は
種
々
の
問
題
炉
あ
る
と
し

て
も
、
結
局
は
史
學
理
念
の
確
立
を
鋏
く
事
が

最
大
の
侠
鮎
で
は
あ
る
ま
い
か
。
大
學
が
文
化

運
動
の
先
頭
を
行
つ
仁
時
代
は
既
に
過
ぎ
、
祀

會
が
大
學
を
引
き
す
る
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
も

民
國
十
八
年
以
来
の
１
　
會
紺
済
的
髪
化
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
…
…
…
。

　
　
　

二
、
気
流
の
學
會

　

れ
、
又
は
活
動
を
開
始
し
た
。
先
づ
中
央
亜
細

　

亜
協
會
が
中
央
亜
細
亜
を
変
刊
し
仁
ご
」
の
協
。
。

　

會
は
新
民
會
の
後
援
に
待
つ
由
で
あ
り
、
雑
誌

　

に
も
Ｉ
通
り
大
家
の
顔
を
そ
ろ
へ
た
け
れ
ど
も

　

特
に
如
何
と
い
ふ
事
も
な
い
。
留
日
同
學
會
が

　

季
刊
を
出
版
し
始
め
“
、
主
に
日
華
乃
至
中
西
の

　

文
化
交
渉
を
扱
っ
た
問
題
を
提
高
し
っ
ｓ
あ

　

り
、
中
徳
學
會
も
褐
支
の
文
化
交
流
に
沓
す
所

　

少
し
と
し
な
い
。
年
末
に
出
来
た
學
術
文
化
審

　

議
會
は
華
北
學
人
の
顔
を
集
め
て
學
術
の
振
興

　

を
計
る
由
で
あ
り
、
今
年
に
入
っ
て
中
國
新
文

　

化
建
設
協
會
生
活
文
化
協
會
な
ど
が
雨
後
の
笏

　

の
如
く
に
綾
出
し
て
居
る
。
だ
が
か
ｓ
る
目
的

　

を
他
に
蔵
す
る
學
會
が
如
何
に
動
い
た
所
で
何

　

に
な
ら
う
。
哀
れ
を
留
め
た
の
は
東
亜
文
化
協

　

議
會
て
、
昨
夏
。
は
標
準
孔
子
像
を
印
刷
し
て
各

　

校
に
分
配
す
る
事
を
決
議
し
た
と
言
ふ
。
同
じ

　

協
議
曾
で
も
朱
順
年
が
東
亜
固
有
法
理
研
究
會

、
の
設
立
を
提
議
し
た
法
學
部
の
方
に
、
未
だ
し

　

も
脈
が
存
す
る
。
こ
の
他
中
華
法
令
編
印
館
よ

　

ｈ
こ

　

的
研
究
を
な
す
由
で
あ
り
、
同
馨
月
刊
特
に
中

　

和
月
刊
に
は
新
時
代
の
息
吹
を
大
き
く
呼
吸
し

　

仁
論
著
が
少
か
ら
す
登
載
さ
れ
て
居
る
事
は
周

　

日
本
劇
の
動
き
で
は
、
北
京
文
化
協
會
が
出

来
、
そ
の
學
術
部
で
は
今
西
氏
等
も
參
加
し
て

周
口
店
の
遺
跡
の
訪
問
や
中
國
民
間
蒔
術
の
紹

介
等
を
行
っ
て
居
る
が
、
通
俗
的
な
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
よ
り
昨
秋
以
来
、
橋
川
時
雄
・
多
田

貞
一
氏
等
が
主
宰
し
て
居
る
東
方
民
俗
研
究
竟

が
資
料
の
採
集
に
研
究
の
受
表
に
大
活
躍
を
縦

け
『
幡
桃
宮
研
究
』
「
北
京
地
方
考
」
等
を
始
め

約
二
十
珊
の
東
方
民
俗
叢
書
が
登
刊
さ
れ
っ
ｓ

あ
る
。
柳
田
・
折
口
雨
氏
の
學
を
承
け
っ
ぐ
本

研
究
會
の
健
全
な
る
登
逢
を
期
待
す
る
。
雖
會

式
も
こ
の
十
月
に
行
は
る
ゝ
由
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
浮
沈
す
る
史
料

　

今
次
の
戦
争
に
よ
っ
て
多
ぐ
’
の
史
蹟
が
滅
び

文
献
が
消
滅
し
た
が
、
建
設
戦
の
進
行
と
共
に

そ
の
調
査
並
に
保
護
が
始
ま
り
、
新
資
料
の
登

見
も
行
は
れ
て
来
た
。
北
京
大
使
館
事
務
所
文

化
課
に
於
て
、
華
北
古
物
綜
録
が
編
纂
さ
れ
た

の
も
、
こ
の
目
的
の
下
に
行
は
れ
記
の
で
あ
る

が
、
史
蹟
ふ
範
園
が
所
謂
名
所
茜
跡
式
の
範
瞬

に
留
ま
っ
て
、
吾
人
の
所
謂
史
料
史
跡
に
及
ば

な
い
の
は
遺
憾
で
一
昨
年
に
出
欠
華
北
宗
敦
年

鑑
に
も
及
ば
な
い
。
こ
の
鮎
よ
り
言
へ
ば
昨
年

末
成
立
し
記
京
各
省
會
館
調
整
會
で
は
、
内
務
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と
し
て
、
各
會
館
の
建
築
物
と
石
刻
と
の
保
護

３３
・

　
　

に
乗
出
し
記
事
は
ま
こ
と
に
迦
切
な
る
事
業
と

　
　
　

言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
同
會
は
潭
州
會
館
に
あ

　
　
　

る
落
文
恭
の
澄
懐
八
友
岡
や
、
江
蘇
會
館
の
古

　
　
　

代
こ
シ
フ
ト
石
刻
を
保
護
し
又
紹
介
を
行
っ
て

　
　
　

居
る
。
又
在
燕
佛
殺
徒
に
よ
っ
て
佛
殺
博
覧
會

　
　
　

が
佛
像
の
集
輯
を
中
心
と
し
て
計
書
さ
れ
、
何

　
　
　

政
和
等
に
よ
っ
て
古
祭
器
を
主
と
し
て
吾
祭
博

　
　
　

物
館
の
建
設
が
進
行
中
で
あ
る
事
は
注
目
し
て

　
　
　

よ
か
ら
う
。
前
借
の
直
隷
官
刻
字
局
の
も
の
が

　
　
　

壁
中
よ
り
見
出
さ
れ
記
の
は
北
清
事
雙
の
時
に

　
　
　

塗
込
め
ら
れ
記
品
と
考
へ
ら
れ
る
。
茸
侭
は
確

　
　
　

か
で
な
い
が
蒼
岩
山
扁
慶
寺
に
於
て
北
斉
時
代

　
　
　

の
千
億
の
彫
像
を
有
す
る
千
佛
洞
が
発
見
さ
れ

　
　
　

記
と
憾
へ
ら
れ
一
日
の
話
題
を
に
ぎ
は
し
記
事

　
　
　

も
あ
る
。
だ
が
現
地
に
は
有
識
の
徒
に
乏
し
く

　
　
　

内
地
か
ら
来
ら
れ
記
諸
學
者
に
よ
っ
て
多
く
の

　
　
　

成
果
を
あ
げ
し
め
て
居
る
。
最
近
の
事
件
の
み

　
　
　

に
つ
い
て
言
へ
ば
佐
藤
長
氏
が
蒙
疆
で
チ
ベ
ツ

　
　
　

ト
文
献
の
驚
く
べ
き
発
見
を
逡
げ
記
し
、
仁
井

　
　
　

田
博
士
が
商
工
ギ
ル
ド
に
闘
す
る
珍
貴
な
資
料

　
　
　

を
地
を
櫛
っ
て
持
ち
婦
ら
れ
記
。
な
ほ
長
谷
部

　
　
　

博
士
が
探
索
さ
れ
た
北
京
人
の
骨
は
一
時
ア
メ

　
　
　

リ
力
行
が
傅
へ
ら
れ
化
が
、
其
後
の
調
査
で
は

　
　
　

協
和
醤
院
よ
り
米
兵
管
に
移
さ
れ
記
が
、
其
を

國
外
に
持
出
す
暇
は
無
か
っ
応
由
で
、
天
津
秦

皇
島
上
海
な
ど
で
探
査
が
行
は
れ
尤
が
未
だ
に

見
出
さ
れ
て
居
な
い
。
思
ふ
に
今
に
な
ほ
か
ｓ

る
既
存
資
料
に
ま
と
ひ
っ
く
よ
り
、
新
に
掘
り

出
す
ガ
け
の
元
気
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
ら

う
。
こ
の
見
地
か
ら
言
へ
ば
今
春
以
来
言
は
れ

て
居
る
居
雨
開
の
調
査
、
近
ぐ
ヽ
行
は
れ
る
京
漢

線
漕
線
の
精
究
‐
‐
‐
‐
‐
‐
そ
の
認
に
村
田
・
梅
原
雨

博
士
等
を
招
聘
す
る
の
で
４
　
る
が
1
1
1
1
の
如
き

も
今
更
の
感
が
無
く
は
な
い
。

　

北
京
国
書
館
へ
の
善
本
の
復
帰
は
、
王
繩
麟

の
南
運
書
籍
同
運
誌
略
に
詳
し
い
報
告
が
あ
る

が
、
熱
河
作
戦
富
時
南
遷
し
た
書
籍
の
中
、
南

京
に
移
さ
れ
仁
書
物
と
輿
国
は
現
に
文
物
保
管

委
員
會
の
手
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
居
仁
わ
け

で
今
同
輿
圓
三
百
八
幅
十
四
軸
二
冊
と
所
煌
寫

経
十
四
巻
子
並
に
修
書
紙
四
種
が
持
ち
帰
ら
れ

た
。
上
海
に
鐙
ら
れ
包
書
籍
中
、
貴
重
品
は
米

國
に
運
ば
れ
、
今
同
復
帰
し
た
の
は
善
本
甲
庫

に
賜
す
る
も
の
三
七
六
部
、
乙
庫
に
合
ま
れ
仁

も
の
一
九
六
八
部
で
、
西
文
は
三
三
五
部
あ
り

こ
れ
の
み
は
仝
部
復
帰
し
た
詳
で
あ
る
。
他
に

金
石
碑
帳
八
箱
が
あ
り
、
主
に
梁
啓
超
寄
存
の

も
の
で
あ
る
。
然
し
ま
だ
正
確
な
目
録
さ
へ
出

来
て
居
ら
す
、
整
理
の
出
来
る
の
は
何
年
先
の

事
で
あ
ら
う
か
。
大
牛
は
虫
が
つ
い
て
傷
ま
し

い
姿
で
あ
る
。
だ
が
善
本
と
言
へ
ば
宋
元
版
と

考
へ
ら
れ
た
観
念
は
既
に
訂
正
さ
れ
て
居
る
現

今
、
北
京
図
書
館
の
盛
衰
に
一
支
二
憂
す
る
必

娑
は
な
い
。
ふ
れ
よ
り
I
*
ｉ
)
碧
借
華
大
學
圖
書
館

の
書
籍
が
北
京
大
學
及
近
代
科
學
圖
書
館
興
亜

學
院
等
に
分
け
て
公
開
さ
れ
、
又
ア
メ
リ
カ
ゝ

ス
ク
ー
ル
の
国
書
館
が
開
放
さ
れ
、
大
水
文
庫

の
東
思
し
北
事
な
ど
に
期
待
す
べ
き
で
あ
ら
う

か
。

　

出
版
方
面
で
は
新
民
印
書
館
の
大
學
叢
書
の

編
纂
も
人
材
に
乏
し
く
、
故
宮
博
物
院
も
殆
ど

積
極
的
な
事
業
を
し
て
居
な
い
か
ら
か
な
I
^

T
T
j

び
し
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
玄
覧
堂
叢
書
の
印

行
は
明
史
研
究
者
に
と
っ
て
Ｉ
大
祠
昔
と
す
べ

き
で
あ
る
。
清
史
で
は
県
１
　
存
稿
王
文
勒
公
奏

稿
等
が
出
仁
。
Ｊ
普
卿
の
丈
祗
堂
・
訪
書
記
は
販

書
偶
記
と
好
一
對
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

北
京
で
唯
一
の
木
版
印
刷
所
を
有
す
る
董
康
が

「
雑
劇
三
編
」
「
書
舶
庸
譚
」
な
ど
を
校
刊
し
た

が
、
夫
よ
り
「
慶
元
條
法
事
類
」
が
九
割
方
刻
字

を
了
し
て
居
る
事
を
報
告
し
て
置
か
う
。
橋
川

時
雄
氏
も
居
家
必
要
事
類
全
集
の
出
版
を
計
奎

し
て
居
ら
れ
る
が
、
そ
の
成
就
の
一
日
も
早
き

事
を
所
っ
て
止
ま
ぬ
。
量
的
に
は
乏
し
く
と
も
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３

質
的
に
精
選
さ
れ
て
行
く
昨
今
の
状
況
も
北
京

文
化
に
と
っ
て
決
し
て
悪
い
傾
向
で
は
な
い
。

　
　
　

四
、
演
進
の
研
究
所

　

色
々
な
意
味
で
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
吟
佛

燕
京
祀
の
な
き
後
、
あ
た
か
も
こ
れ
に
代
る
様

な
位
置
を
占
め
っ
ｓ
あ
る
も
の
に
中
法
漢
學
研

究
所
が
あ
る
。
論
語
通
検
を
始
め
種
蛉
の
引
得

類
の
出
版
を
開
始
し
、
展
覧
講
演
會
等
も
や
っ

て
居
る
。
展
覧
會
で
は
「
民
間
新
年
祁
像
岡
査

展
覧
」
に
於
て
門
齢
財
齢
寵
神
百
紳
等
を
系
統

゛
づ
け
、
「
十
八
世
紀
十
九
世
紀
法
國
漢
學
国
書
展

覧
」
に
於
て
は
北
堂
蔵
書
を
中
心
と
し
て
多
少

は
珍
ら
し
い
本
も
出
品
さ
れ
仁
。
講
演
會
で
は

菰
益
錯
の
「
漢
査
象
申
之
郷
亭
組
織
」
王
静
如

の
「
二
十
世
紀
之
法
國
漢
學
及
其
具
中
國
學
術

之
影
響
」
は
い
づ
れ
も
右
展
覧
會
に
因
ん
で
の

事
で
あ
っ
仁
が
、
よ
く
ま
と
ま
っ
た
話
と
う
け

と
れ
た
。
又
こ
れ
と
兄
弟
関
係
に
あ
る
孔
徳
研

究
所
か
ら
は
、
そ
の
叢
刊
と
し
て
申
國
古
代
１
　

會
新
研
初
稿
炉
出
化
が
、
こ
れ
は
ク
ー
ラ
ン
ジ

ュ
の
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
ロ
ー
マ
研
究
と
比
較
し
っ

Ｓ
圖
騰
制
・
祀
火
・
母
系
制
・
昭
穆
の
交
迭
・

尭
舜
暉
譲
を
論
じ
た
も
の
で
、
特
に
最
初
の
二

章
は
出
色
の
文
字
で
あ
っ
仁
。

’
的
と
す
る
機
関
で
崔
盆
錯
が
館
長
で
あ
る
。
現

　

代
知
識
叢
書
な
る
名
将
の
下
に
多
く
の
參
考
書

　

を
出
版
し
た
が
、
中
で
史
學
関
係
の
も
の
は
秦

　

漢
史
第
一
珊
（
長
谷
錯
・
張
樹
荼
合
編
）
位
で
あ

　

る
。
そ
れ
よ
り
も
月
刊
の
館
刊
に
は
中
々
よ
い

　

論
文
も
登
表
さ
れ
、
慕
氏
の
學
界
に
於
け
る
聳

　

警
を
示
す
に
足
る
も
の
で
あ
ら
う
。
殊
に
こ
の

　

七
月
以
来
「
中
國
近
三
十
年
末
之
出
版
界
」
と
題

　

し
て
各
學
科
別
に
建
載
さ
れ
始
め
た
の
は
す
こ

　

ぶ
る
便
利
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
中
國
側

　

の
研
究
機
開
に
は
王
栂
唐
を
院
長
と
す
る
國
學

　

書
院
が
あ
り
、
孫
海
波
等
が
書
を
講
じ
、
古
學

　

叢
刊
を
登
行
し
て
古
典
的
學
者
の
牙
城
と
な
っ

　

て
居
る
が
、
敢
て
貢
牙
に
か
け
る
必
要
も
な
い
。

　
　

燕
京
大
學
跡
に
よ
’
つ
て
新
変
足
を
な
し
仁
華

　

北
綜
合
調
査
研
究
所
で
は
、
色
々
な
人
々
が
そ

　

れ
ぐ
の
意
味
で
期
待
す
る
所
が
大
き
か
っ
北

　

だ
け
に
、
種
々
注
文
も
あ
る
や
う
で
あ
る
。
ま

　

だ
開
所
式
を
挙
げ
て
間
も
な
い
本
所
に
こ
れ
と

　

言
ふ
事
業
の
始
ま
っ
て
居
ら
ぬ
事
は
止
む
を
得

　

な
い
が
、
現
地
の
研
究
所
と
し
て
の
特
色
を
生

　

か
す
工
夫
に
は
か
な
り
苦
心
さ
れ
て
居
る
様
で

　

あ
る
。
こ
の
上
は
唯
研
究
所
と
し
て
の
特
性
と

　

指
導
理
念
の
確
立
を
期
待
す
る
ば
か
り
で
あ

込
ん
で
居
ら
る
ｓ
由
で
傅
芸
子
も
習
俗
研
究
を

撥
富
し
て
居
る
と
か
で
あ
る
。
又
漢
字
紙
「
賓

報
」
に
鳥
居
龍
蔵
博
士
の
記
事
炉
出
た
時
、
博

士
よ
り
そ
の
訂
正
嬰
求
が
あ
っ
て
博
士
が
現
に

こ
ｓ
の
嘱
託
な
る
を
知
っ
た
。

　

今
は
綜
研
の
傘
下
に
入
っ
仁
が
満
鏃
北
女
紺

済
調
査
局
慣
行
班
で
は
、
順
義
噺
の
調
査
の
報

告
書
完
成
に
心
血
を
注
い
で
居
る
。
そ
の
劃
期

的
名
著
な
る
べ
き
を
期
待
し
て
、
公
刊
の
日
を

待
望
吋
る
や
切
な
る
も
の
が
あ
る
『
大
使
館
資

料
室
で
は
馬
政
史
の
編
纂
に
着
手
し
て
居
る
。

　

時
代
の
騒
擾
・
調
査
の
困
難
・
生
活
の
困
窮

を
外
に
、
否
こ
れ
を
乗
越
し
て
學
術
報
國
の
鼓

動
が
一
時
々
々
と
高
鳴
っ
て
行
く
。
さ
る
に
て

も
そ
の
前
途
は
必
ず
し
も
坦
々
４
-
!
≪
3
大
道
の
み

で
は
あ
る
ま
い
。
所
ら
く
は
北
京
の
學
界
に
、

大
東
亜
の
力
を
凝
結
し
て
こ
ゝ
に
文
化
を
吹
上

ら
せ
て
い
ｉ
-
i
ｙ
^
ｉ
ｉ
　
'
。
純
粋
學
術
の
興
起
も

大
東
亜
の
建
設
も
か
く
て
の
み
完
逞
し
得
る
で

あ
ら
う
。
今
は
北
京
と
昆
明
の
一
騎
打
の
時
代

で
あ
る
事
を
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

「
子
日
學
如
不
及
、
狼
恐
失
之
」
（
論
語
）

　

（
一
九
一
四
三
・
仲
秋
節
・
北
京
を
去
る
日
）

　

①
輔
仁
學
誌
第
十
一
巻
第
一
第
二
合
期
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